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第７表 千葉県調査
（１） 平成１８・１９年度生野菜使用状況

平成１９年５月１日現在

生野菜を使用した学校・調理場数 １８年 １９年平成１８年度に
度未使 度使用

ミニトマト程度 用数 予定数特に制限なく使用 特定野菜を未使用

市 １５４ １８８ １ ２１２ ２３５単独調理場

立
３８．２ ４２．４小 割合( ) ２７．７ ３３．９ ０．２%

・
中 ４ ４５ ０ ４５ ３６共同調理場

学
４７．９ ３８．３校 割合( ) ４．２ ４７．９ ０%

３ ２１ １ ５ １６公立特別支援

１．６７ ５３．３割合( ) １０．０ ７０．０ ０．３%

１０ ７ １ ０ １５夜間定時制高校

０．０ ７８．９割合( ) ５５．６ ３８．８ ５．６%

（注）１ 調査対象は、完全給食を実施している市立小学校・中学校・特別支援学校、
県立特別支援学校・夜間定時制高校である。

２ 公立特別支援学校及び県立夜間定時制高校は、すべて単独調理場である。
ただし、１８年度には、２校がデリバリー方式である。

３ 親子給食実施校は、それぞれを１校として計上した。

（２） 遺伝子組み換え食品への対応
平成１９年５月１日現在

使用していない 特に対応していない使用しないよう努めている

単独調理場 ４６ ４９３ １５

割合( ) ８．３ ８９．０ ２．７%

共同調理場 ３０ ５５ ９

割合( ) ３１．９ ５８．５ ９．６%

４ ２５ １公立特別支援

割合( ) １３．３ ８３．４ ３．３%

３ １４ ２夜間定時制高校

割合( ) １５．８ ７３．７ １０．５%

（注）１ 調査対象は、完全給食を実施している市立小学校・中学校・特別支援学校、
県立特別支援学校・夜間定時制高校である。

、 。２ 公立特別支援学校及び県立夜間定時制高等学校は すべて単独調理場である
ただし、１９年度には、６校がデリバリー方式である。

３ 親子給食実施校は、それぞれを１校として計上した。
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（３）食物アレルギーへの対応
平成１９年５月１日現在

除去食 代替食 弁当を 自主判 特に対 該当者 その他

で対応 で対応 持参 断 応なし なし

367 154 165 253 8 21 76市 学校数
立 単独調理場

66.3 27.8 29.8 45.7 1.4 3.8 13.7小 割合 ％（ ）
中

21 12 22 65 12 9 21学 施設数
校 共同調理場

22.3 12.8 23.4 69.1 12.8 9.6 22.3割合 ％（ ）

21 8 4 24 3 3 2学校数
公立特別支援学校

70.0 26.7 13.3 80.0 10.0 10.0 6.7割合 ％（ ）

4 2 0 7 4 4 1学校数
県立夜間定時制高校

21.1 10.5 0.0 36.8 21.1 21.1 5.3割合 ％（ ）

(注) １ 調査対象は、完全給食を実施している市立小学校・中学校・特別支援学校、県
立特別支援学校・夜間定時制高校

２ 重複回答のため、合計が１００％にならない。
３ 親子給食実施校は、それぞれを１校として計上した。

（４）残渣の処理方法について
平成１９年５月１日現在

養豚業者 その他生ゴミ処理機 ゴミ回収業者

学校数 ６５ ５０９ １ １５
市 単独調理場
立 割合 ％ １１．７ ９１．９ ０．２ ２．７（ ）
小
中 施設数 ５ ６６ ９ １７
学 共同調理場
校 割合 ％ ５．３ ７０．２ ９．６ １８．１（ ）

学校数 １７ ９ ３ １
公立特別支援学校

割合 ％ ５６．７ ３０．０ １０．０ ３．３（ ）

学校数 ０ １５ １ ３
県立夜間定時制高校

割合 ％ ０．０ ７８．９ ５．３ １５．８（ ）

(注) １ 調査対象は、完全給食を実施している市立小学校・中学校・特別支援学校、県
立特別支援学校・夜間定時制高校

２ 重複回答のため、合計が１００％にならない。
３ 親子給食実施校は、それぞれを１校として計上した。
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（５）特色ある学校給食活動(公立小・中学校)
平成１９年５月１日現在

小学校数 中学校数 合 計

学 学年内 ９４（ ） ９( ) １０３( )11.0% 2.4% 8.4%
校 交
内 流 異学年 ３８５( ) １１( ) ３９６( )45.1% 2.9% 32.2%
に 給
お 食 全 校 ２２８( ) １７( ) ２４５( )26.7% 4.5% 19.9%
け
る 行事給食 ２８６( ) ９７( ) ３８３( )33.5% 25.8% 31.1%
活
動 招待給食 １５１( ) １０( ) １６１( )17.7% 2.7% 13.1%

選択給食 ２３９( ) ９８( ) ３３７( )28.0% 26.1% 27.4%

家 親子給食 １０４( ) ２( ) １０６( )12.2% 0.5% 8.6%
庭
地 招待給食 １５１( ) １７( ) １６８( )17.7% 4.5% 13.7%
域
の 試食会 ５１１( ) １３２( ) ６４３( )59.8% 35.1% 52.3%
連
携 選択給食 １０( ) ２８( ) ３８( )1.2% 7.4% 3.1%

(注）
１ 調査対象は、完全給食を実施している小・中学校である。
２ 重複回答可である。
３ 「選択給食」とは、複数のメニューの中から献立あるいは量を選択できる給食のこ

とである。
４ 「親子給食」とは、児童生徒と保護者が食事をともにする給食のことである。
５ 「招待給食」のうち、学校の教職員や調理場関係者を招待する場合は 「学校内にお、

ける活動」に区分し、地域住民（保護者を除く）等を招待する場合は 「家庭・地域と、
の連携を図る活動」に区分する。
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（６）使用食器の材質調査(小・中学校)
平成１９年５月１日現在

材 質 小学校数 割 合（％） 中学校数 割 合（％）

アルマイト ６４ ７．５ １２ ３．２

ステンレス ４８ ５．６ ２２ ５．９

メラミン ４２ ４．９ １４ ３．７

ポリプロピレン ４６５ ５４．４ １９９ ５２．９

ポリカーボネート ２６ ３．０ ８ ２．１

ポリエチレン ８ ０．９ １ ０．３

ガラス ０ ０．０ ０ ０．０

強化耐熱ガラス ０ ０．０ ０ ０．０

陶磁器 １３ １．５ ６ １．６

強化磁器 ２２８ ２６．７ １１４ ３０．３

木 ０ ０．０ ０ ０．０

ＰＥＮ樹脂 ８８ １０．３ ４０ １０．６

その他 ６１ ７．１ ２８ ７．４
（アニーマート等）

(注)１ 調査対象は、完全給食を実施している市立小学校・中学校である。
２ 重複回答可である。
３ 盆は含まず、パレット皿を含めて調査をしている。
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（７）児童生徒の朝食欠食状況(小・中学校)

必ず毎日食べる １週間に１～３ １週間に４～５ ほとんど食べな
日食べないこと 日食べないこと い
がある がある

１年 ９０．７％ ６．９％ １．３％ １．１％

２年 ９１．３％ ６．４％ １．０％ １．３％
小

３年 ９１．５％ ６．１％ １．１％ １．３％
学

４年 ９１．１％ ６．４％ １．２％ １．３％
校

５年 ８９．３％ ７．８％ １．５％ １．４％

６年 ８７．９％ ８．６％ １．８％ １．７％

中 １年 ８５．０％ ９．７％ ２．５％ ２．８％

学 ２年 ８２．２％ １０．８％ ３．１％ ３．９％

校 ３年 ８０．３％ １２．０％ ３．３％ ４．４％

合 計 ８７．９％ ８．２％ １．８％ ２．１％

(注)
１ 調査は、平成１９年１０月、１１月の各学校の調査日現在である。
２ 結果は、回答のあった児童生徒の総数で除した割合であり、在籍総数で除した割合

ではない。
３ 千葉県食育推進計画の目標値は 「１週間に４～５日食べないことがある 「ほとん、 」

ど食べない」の割合を対象にしている。

（８）食に関する学習ノート「いきいきちばっ子」の活用状況
(小学校・公立特別支援学校小学部)

平成１９年５月１日現在

授業で１度でも活 授業以外で１度で 課題や宿題で１度
学校総数 用したことがある も活用したことが でも活用したこと

学校数 ある学校数 がある学校数

小学校 ８５４校 ７３８校 ４２９校 ２４９校

活用率 １００％ ８６．４％ ５０．２％ ２９．２％

２９校 １０校 ６校 １校公立特別支援学校

活用率 １００％ ３４．５％ ２０．７％ ３．４％

合計 ８８３校 ７４８校 ４３５校 ２５０校

活用率 １００％ ８４．７％ ４９．３％ ２８．３％
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（注）
１ 平成１８年度活用状況(平成１９年５月１日現在調べ)
２ 重複回答可である。
３ 授業以外とは 「給食時の指導 「保護者会」等での学校で活用のことである。、 」
４ 課題、宿題は、長期休業中を含む。
５ 食に関する学習ノート「いきいきちばっ子」は、県内の全小学生に配布してある。
６ 公立特別支援学校は、小学部のみ対象である。(千葉市立の特別支援学校は２校ある

が、小学部があるのは１校だけである。)

（９）食に関する指導実施状況
平成１９年５月１日現在

担任と栄養教諭又は 学校栄養職員が特別非 地域の食の専門家の協
学校栄養職員との 常勤講師として授業を 力を得て授業を実施
ＴＴで授業を実施 実施

小学校 ６９．９％ ２８．３％ ２５．６％

中学校 ３０．０％ １６．７％ １４．４％

３．７％ ３６．７％ ０．０％公立特別支援学校

０．５％ １５．８％ ５．３％県立夜間定時制高校

合 計 ５７．４％ ２４．９％ ２１．４％

地場産の食材を 地域に昔から伝 生活科・家庭科 保護者が参加し
活用した授業の わる料理や季節 以外で体験活動 た食に関する授
実施 ・行事にちなん を伴う授業の実 業の実施

だ料理を活用し 施
た授業の実施

小学校 ４９．８％ ２９．７％ ５６．８％ ４６．８％

中学校 ２５．８％ ２３．０％ ２１．４％ １９．８％

３．３％ ０．０％ １０．０％ １０．０％公立特別支援学校

０．０％ ０．０％ ０．０％ ０．０％県立夜間定時制高校

合 計 ４０．８％ ２６．６％ ４４．３％ ３７．２％

（注）１ 学校数ベースで割合を算出している。
２ 重複回答可である。
３ 地域の食の専門家とは、生産者や料理、栄養等に精通した人のことである。
４ 体験活動とは、農作物の栽培、食品の加工、調理等をさす。
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（１０）食に関する指導推進のための体制作り状況
平成１９年５月１日現在

「食に関する指導全 「食に関する指導年間 近隣の学校や地域の保
体計画」を作成して 計画」を作成してある 健センター、公民館等
ある との食に関する連絡協

議会等がある

小学校 ４６．４％ ４８．９％ ２１．１％

中学校 ２５．３％ ３７．３％ ５．５％

５３．３％ ５３．３％ ６．７％公立特別支援学校

５．３％ ４２．１％ ０．０％県立夜間定時制高校

合 計 ３９．７％ ４５．５％ １５．８％

（注）１ 学校数ベースで割合を算出している。
２ 重複回答可である。

（１１）学校農園等の設置状況
平成１９年５月１日現在

学校農園が学校内に設置されている 学校農園が学校外に設置されている
畑 水田 畑 水田

㎡ ～ ㎡ ㎡ ～ ㎡ ㎡ ～ ㎡ ㎡ ～ ㎡100 100 200 100 100 200 100 100 200 100 100 200
未満 ㎡ 以上 未満 ㎡ 以上 未満 ㎡ 以上 未満 ㎡ 以上200 200 200 200

未満 未満 未満 未満（ ）単位：%
40.2 16.2 10.0 13.2 0.8 0.7 4.3 7.3 9.4 2.8 3.4 8.0小学校
18.6 2.1 0.8 1.3 0.0 0.5 2.1 0.3 2.1 1.0 0.0 0.8中学校
16.7 10.0 13.3 0.0 0.0 0.0 0.0 6.7 43.3 0.0 0.0 3.3公立特別支援学校
33.1 11.8 7.3 9.3 0.6 0.6 3.6 5.1 8.0 2.2 2.3 5.7合計

（注）１ 重複回答可である。
２ バケツ稲は除く。
３ 借り上げている場合も含む。


